
平成２８年１１月２９日

帯 広 開 発 建 設 部

東日本高速道路㈱北海道支社

平成２９年秋頃を目標に

国道２７４号日勝峠の通行止め解除

平成２８年８月３０日からの台風第１０号の影響により、通行止めとしている国道

２７４号日勝峠（日高町千栄～清水町清水、Ｌ＝３９．５ｋｍ）については、車両進

入が困難な箇所を徒歩の他、自転車・ヘリコプターによる移動、落橋箇所でのゴムボ

ートによる渡河等の様々な工夫により、被災状況の調査を実施してきました。

この結果、落橋等による橋梁損傷が１０箇所、雪崩・地吹雪対策用の覆道の損傷が

３箇所、道路本体が大きく欠損した箇所が６箇所等、合計で６６箇所の被災が確認さ

れました。

今般、詳細調査、復旧工法の検討が進捗したこと及び全線に渡る工事用車両等の進

入路の確保が完了したことにより、概略の工程計画の立案が可能となったことから、

国道２７４号日勝峠の通行止め解除の目標についてお知らせします。

なお、通行止めとなっている国道２７４号の代替路として実施中の道東自動車道占

冠IC～十勝清水IC間の無料措置は、継続します。

記

【国道２７４号日勝峠の通行止め解除の目標について】

・通行止め 国道２７４号日勝峠 （日高町千栄～清水町清水：Ｌ＝３９．５ｋｍ）

・通行止め解除の目標 平成２９年秋頃

※ 台風による天候不順等の影響で、時期が変わる可能性があります。

※ 仮橋の通行、片側交互通行の区間が生じる見込みです。

※ 防雪施設等の復旧工事の進捗状況によっては、解除後に冬期通行止め

を行う場合があります。

【国道に関する問合せ先】

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 帯広開発建設部
うりゅう かずゆき

道路計画課長 瓜生 和幸 電話0155-24-4106（内線351）



【通行料金や道東自動車道に関する問合せ先】

【お客様窓口】 NEXCO東日本お客様センター 電話0570-024-024

電話03-5338-7524（PHS・IP電話のお客様）

【報道関係】 NEXCO東日本北海道支社広報課 電話 011-896-5238



応急復旧工事
未着手

凡 例

･･･橋梁損傷箇所（10）
･･･覆道損傷箇所（3）
･･･道路本体が大きく欠損箇所（6）
･･･その他（47）
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応急復旧作業

別 紙通行止め区間の復旧作業状況

被災により３９．５ｋｍが通行止めとなっており、平成２９年秋頃の解除を目標に復旧作業を行っているところ。

被災箇所数は、橋梁損傷１０箇所、覆道損傷３箇所、道路本体が大きく欠損６箇所、その他４７箇所の合計６６箇所。

延べ作業人数 ４，７３９人・日（H28.8.31からH28.10.31までの62日間）。

被災箇所図
通行止め区間 L=39.5 km （平成２９年秋頃解除目標） 通行止め解除区間

L=4.3 km13Ｎ 19 21 22 24 26 28 4616 4817 29
23 25 27 49 51 5215

9 14 535012 18 20 627 3011 36
一般国道274号日勝峠 5 31 3210 43

至 帯広44 凡 例 338 44342 31 ･･･橋梁損傷箇所（10）
･･･覆道損傷箇所（3） 356
･･･道路本体が大きく欠損箇所（6） 6554

至 札幌 ･･･その他（47） 37 3938 42※ 1 ～ 31 まで室蘭側、 32 ～ 66 まで帯広側 40 58 59 6041 57 56 55

※室蘭側及び帯広側とも、㉙三国の沢覆道まで工事車両の通行が可能

＜ 38 帯広側８号目付近
＜ 1 千呂露橋落橋 ＞ ＜ 7 岩瀬橋落橋＞ ＜10 清瀬覆道損傷＞ ＜29三国の沢覆道損傷 ＞ ＜ 61 切土崩壊＞盛土崩壊＞

仮橋架設完了 工事用道路施工 覆道下部工撤去作業 工事用道路施工 応急復旧作業



日本の「食」を支える道東エリア

資料 農産物：作物統計（農林水産省） 水産物：海面漁業水産統計（農林水産省）

資料：H21植生調査

道東エリアは
農水産物等の
生産エリア

道央エリアは
本州へのゲートウェイ
（苫小牧港・新千歳

空港他）
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参考資料国道２７４号日勝峠の復旧による効果

○道東エリアは、じゃがいもの全国シェアが７割、さけますの全国シェアが６割など、農水産物等の生産エリアと
して日本の「食」を支えているところ。
○国道２７４号日勝峠の通行止め解除により、道央圏と道東圏を結ぶ幹線ネットワークとして道東自動車道ととも
に機能し、農産品の物流や沿線地域の観光振興等、人流・物流を担う幹線道路の代替性を確保。
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参考資料国道２７４号日勝峠における現地調査状況

＜熊の足跡＞

被災概要を把握するため、被災翌日の９月１日にはヘリコプターによる空撮や目視調査を実施。

現地踏査では車両進入困難な箇所を徒歩の他、自転車による移動、落橋箇所でのゴムボートによる渡河やヘリコ

プターによる移動等様々な工夫をしながら、早期に被災状況を把握。

被災地は山間地で、熊の足跡だけでなく、羆自体の目撃もあったことから、ハンター同伴で調査を実施。

＜ヘリコプターによる移動＞＜落橋箇所のゴムボートによる渡河＞ ＜自転車による移動＞＜徒歩による調査＞
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参考資料ＩＣＴの有効活用による調査期間の短縮

ドローンによる空中写真撮影を行うことで、被災箇所（個別）の状況を迅速に把握。

実機により撮影したビデオ映像から、Mofix（ビデオ画像処理技術）を用いた連続モザイク写真を作成し、短期間で被害の全貌を把握。
レーザープロファイラ測量による現地測量作業の効率化、SfMシステムを用いた3Dデータモデル作成による被災状況（規模）を迅速に把握。

従来の手法である実測（現地測量）では、約200日かかる作業を、ＩＣＴの有効活用により約30日に短縮。

■ドローンによる空中写真撮影 ■Mofix（ビデオ画像処理技術）を用いた連続モザイク写真の作成

■レーザープロファイラ測量による現地測量作業の効率化■SfM（Structure from Motion）システムによる
3Dデータモデルの作成

被災規模（崩壊土量・被災延長等）を自動計算
システム

コントローラー

レーザーヘッド
ユニット

撮影機体

レーザー照射
スキャンミラー

機体胴体下の開口部 機体内部のシステム
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至 札幌

至 帯広

沙流川

仮橋

約130m
(対面通行)

至 札幌

参考資料通行止解除時の復旧状況 （予定） １／６

国道２７４号の室蘭側日勝峠の落橋した３橋（千呂露橋、大颱橋、岩瀬橋）については、対面通行可能な仮橋を設置予定。

1 5
仮橋 3

仮橋 7
仮橋

至 札幌
凡 例

･･･橋梁損傷箇所 至 帯広2 4･･･覆道損傷箇所 6
･･･道路本体が大きく欠損した箇所
･･･その他

＜ 7 岩瀬橋落橋＞ 仮橋＜ 1 千呂露橋落橋＞ 仮橋

至 帯広
至 札幌

至 札幌

至 帯広

仮橋

約120m
(対面通行)

至 札幌
至 帯広

復旧作業用
仮橋

約69m
（片側交互通行）
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至 帯

至 札幌

8
片側交互通行

9
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片側交互通行
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凡 例

･･･橋梁損傷箇所

･･･覆道損傷箇所

･･･道路本体が大きく欠損した箇所
･･･その他

至 札幌
至 帯広

参考資料通行止解除時の復旧状況 （予定） ２／６

道路本体が大きく欠損した箇所（千栄地区大規模欠損）、覆道の損傷箇所（清瀬覆道）では、片側交互通行により開通を行う予定。

＜ 8 千栄地区大規模欠損＞ ＜ 10 清瀬覆道損傷＞ 片側交互通行片側交互通行

冬期間は
雪崩が片側交互通行
懸念至 札幌

片側交互通行

袋詰め工

至 帯広 逆T型擁壁

片側交互通行 片側交互通行

約400m 約1,200m至 帯広

広

至 札幌

P.5



2120
19181716

至 札幌

凡 例

･･･橋梁損傷箇所

･･･覆道損傷箇所

･･･道路本体が大きく欠損した箇所

･･･その他

至 帯広

20

参考資料通行止解除時の復旧状況 （予定） ３／６

切土法面崩壊、盛土崩壊および道路本体が大きく欠損した箇所（室蘭側日勝峠7合目）で は、２車線を確保し、対面通行による開通を

行う予定。

＜ 16 室蘭側日勝峠7合目切土崩壊＞ 対面通行 ＜ 室蘭側日勝峠7合目大規模崩落＞ 対面通行

至 札幌
至 札幌

至 帯広至 帯広

対面通行対面通行

約120m約70m
至 帯広

至 帯広
至 札幌

至 札幌

P.6



29

参考資料通行止解除時の復旧状況 （予定） ４／６

切土崩壊、盛土崩壊、土砂流出箇所および覆道の損傷箇所（三国の沢覆道）では、２車線を確保し、対面通行による開通を行う予定。

24 2925 26
22 23

至 札幌

凡 例

28･･･橋梁損傷箇所 27
･･･覆道損傷箇所

至 帯広
･･･道路本体が大きく欠損した箇所

･･･その他

対面通行＜ 三国の沢覆道損傷＞＜ 24 室蘭側日勝峠7合目 切土崩壊、盛土崩壊、土砂流出＞ 対面通行

至 帯広 至 札幌

至 帯広

至 札幌

対面通行

約120m

対面通行

約1,230m

至 札幌 至 札幌

至 帯広

至 帯広
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至 帯広
至 札幌
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凡 例

･･･橋梁損傷箇所

･･･覆道損傷箇所

･･･道路本体が大きく欠損した箇所
･･･その他

50
43

41

46 47

対面通行
約100m

至 札幌 至 帯広 至 札幌 至 帯広

対面通行
約240m

至 札幌

至 帯広

至 札幌
至 帯広

＜ 帯広側日勝峠８合目盛土崩壊＞38 ＜ 帯広側日勝峠7合目盛土崩壊＞42

30

42

対面通行 対面通行

参考資料通行止解除時の復旧状況 （予定） ５／６

帯広側日勝峠７合目と８合目の道路本体が大きく欠損した箇所では、２車線を確保し、対面通行による開通を行う予定。

32

31
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至 札幌
至 帯広至 札幌 至 札幌

至 帯広

16
27

凡 例

･･･橋梁損傷箇所

･･･覆道損傷箇所

･･･道路本体が大きく欠損した箇所
･･･その他

65
53 64

63

至 帯広

至 札幌
55

54

対面通行
約50m

＜ 清水地区盛土崩壊＞＜ 帯広側日勝峠１合目切土法面崩壊＞

6662

61
56

57

対面通行 対面通行61 64

至 帯広至 札幌

至 帯広

至 札幌

参考資料通行止解除時の復旧状況 （予定） ６／６

帯広側の切土法面崩壊箇所と盛土崩壊箇所では、２車線を確保し、対面通行による開通を行う予定。

60
59

58

至 札幌 至 帯広
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